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から つら }こが くるあまうま
(17）ついでながら，「辛い」と「辛い｣，「苦い」と「苦しい｣，「１１･い」と「甘い」と
の間には意味的関係があるのだろうか。「辛酸」「辛苦」「苦渋」などの表現はど
うなのか。
(18）漢字一宇表記は，文脈により，名詞表現にも形容詞表現にも使われ，また同時に
両１W,詞表DIIを表わすことも出来る。
(19）更にもう一項考慮するとなると５６の組合せが出来ることと比較されたい。
(20）アルファベットは面接順である。ここでは触れないけれど，実際，数量化は可能
で，トライアッズ・テストにおけると同様，空間図形は描ける。
(21）からしや唐辛子は薬味とか香辛料と'乎ぶ力が適切かMllれない。ついでながら，
語源など歴史的なことは，本稿のかかわる筋合ではないけれど，以前からそう認識
していたのか，説明を求められて突作に思いついたのか，「すっぱい」を「酢っぽ
い｣，「しょっぱい」を「塩っぽい」であるとする人もいる。それなら「からい」と
「からし｣，「にがい」と「Iこがり」はどうなるのだろうか。「しぶい」と柿の「渋｣，
ついでながら，既述の「しおからい」Ｍ(辛」はどうか。「かれえ」「カレー・ラ
イス｣，「サワーッ」としている「サワー」（飲物名）はどうか。
(22）各味に閲して'快いと感じる濃度には個人差があるが，「１１味」は個人差が少なく，
濃度範'１Mも広い。その他の味の`快い濃度範囲は狭いが，「塩味」は生体の要求から
か，個人差は少ない。「酸味」と「苦味」は特に個人差が著しい。以上，精神生理
学の報告によると，一般的に「甘味」が好まれるが，その他の味も，程良い低膿度
では「'三'さ」を感じると言う。しかし薄すぎてM9値に近い濃度では，どの味も不快
を感じるらしい。
(23）ついでながら，皆がほとんど知らないと言うことで，扱って来なかった「えぐ
い」を，このスケール上に位置づけてふると，「にがい」あるいは「しぶい」の近
くに来るだろう。両者の仲間とふられる可能性が大きいので，他のテストにおける
結果も桃して知るべしである。
(24）後で引用する部分はｐ､２７０を参照されたい。
西丸震哉１９７０『ネコと魚の出会い－人間の食生態を探る－』経済往来社
(25）’二1然界では，腐ったil>の，毒物は「酸味」Ｍ:味」を帯びており，それらに対す
る生体の感覚は鋭敏で〆僅かな量でＩ)口に入れば，反卵}的にハキダスと説く専''１]家
もいる。また，舌の感覚を完全にマヒさせると，「'1味」「塩味」に対する感覚は
非常に弱くなるが，「酸味」「苦味」に対する感覚はたいして変化しない。口腔内
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の他の部位も関与しているのであろう。ついでながら閾値のことも参照されたい。
(26）パーリソとケイの雄礎色彩語梨の分析を思い起こすだろう。料理語漿や味覚語檗
にもあてはまりそうである。また〔からい〕には〔戯い〕と〔辛い〕の両方を含ま
せることが出来るかＭｌ１れない。
(27）次に記すpp52-57を参照されたい。
真１９７５「味の表ilMの地域差一『日本言語地図』から－」『言語生活』
286号筑摩書房
藤沢
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